
聖
婆
伽
梵
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
博
士
　
婬
乱
順
次
郎
課

　
　
　
聖
婆
伽
梵
激
が
大
史
詩
マ
ハ
ー
ブ
ハ
ラ
タ
の
一
節
一
た
と
へ
そ
れ
が

　
　
や
」
後
代
の
加
入
で
あ
る
と
し
て
竜
一
で
あ
っ
て
、
古
來
印
度
丈
學
哲
學

　
　
史
上
最
大
雄
篇
の
一
と
し
て
…
数
へ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
婆
は
鼓
に
い
ふ
ま
で

　
　
も
な
い
、
正
慶
我
國
斯
學
の
暴
斗
巻
縮
…
慣
闘
士
の
横
威
あ
る
郵
諜
撮
づ
、
わ
が

　
　
墨
界
の
た
め
に
誠
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
研
で
あ
る
。

　
　
　
親
族
師
友
相
職
は
ぎ
る
を
得
ざ
る
を
見
て
坐
ろ
悲
痛
の
情
に
堪
え
ず
、
同

　
　
落
窪
蛾
の
非
合
理
な
る
を
語
り
職
闘
下
家
の
決
意
を
な
し
た
る
も
の
を
働
ま

　
　
・
し
、
利
の
職
鹸
の
四
顧
な
る
を
敏
へ
、
義
の
職
事
の
違
く
べ
か
ら
ざ
る
を
示
し
、

　
　
王
者
の
使
命
、
天
意
の
断
在
、
自
鍋
の
根
本
を
説
き
た
る
本
篇
は
蕾
に
古
代

　
　
印
度
に
於
け
る
一
嘗
璽
交
學
と
し
て
の
み
見
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、

　
　
現
下
の
大
戦
に
際
し
「
義
の
哲
學
」
と
し
て
再
思
三
省
深
く
そ
の
三
味
を
掬
す

　
　
べ
き
乱
筆
あ
る
も
の
と
信
ず
、
勲
撫
し
本
・
篇
は
一
荷
よ
り
見
れ
ば
上
略
調
一
幡
山
導

　
　
丈
學
で
は
あ
る
が
、
他
面
哲
調
書
と
し
て
は
霞
ら
一
の
奥
義
書
を
形
成
し
、
賞

　
　
行
…
的
倫
理
の
教
書
と
し
て
は
琉
歌
教
典
と
し
て
之
を
見
る
べ
く
、
縦
説
横
設

　
　
言
霊
の
義
義
を
示
し
、
交
ゆ
る
に
梵
の
敏
義
を
以
て
し
、
途
に
暫
學
と
韻
文

　
　
と
の
合
融
し
た
る
一
大
雄
篇
と
し
て
燧
か
に
照
度
患
想
の
最
高
調
を
標
示
せ

　
　
る
根
本
敷
盤
な
り
と
見
ら
る
ユ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
本
・
篇
は
雌
に
語
學
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
瑚
に
難
解
と
い
ふ
事
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
そ
の
用
語
の
内
容
、
多
含
的
な
意
味
の
如
何
に
棄
砂
て
は
曾
ハ
に
深
田
、
哲
學
的

騨
難
羅
健
懸
属
魏
す
毒
の
言
忌
・
く
ん
ぱ
到
肇
の
慧

難

録

を
窺
ふ
纂
殆
ど
不
可
能
と
も
謂
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
、
簿
士
が
將
κ
そ
の
用

語
の
解
羅
に
周
劉
な
る
注
意
を
加
へ
、
そ
の
主
要
な
る
も
の
に
款
て
は
、
詳

細
に
設
明
の
勢
を
執
ら
れ
た
る
そ
の
親
切
と
、
從
っ
て
そ
の
課
丈
の
原
意
に

星
点
な
る
藩
と
に
封
し
て
は
譲
者
は
特
に
感
謝
の
意
を
浅
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
所

で
あ
ら
う
と
信
ず
る
。

　
川
宮
篇
の
用
語
」
甲
特
に
「
勲
伽
」
い
「
発
」
、
「
面
作
」
等
の
蹴
思
義
の
軽
重
よ
り
し

　
て
檸
士
が
「
全
篇
に
亘
り
て
黒
髭
回
避
の
無
作
を
排
し
、
利
害
打
算
の
行
動

を
斥
け
、
正
義
の
磯
…
、
本
勝
の
行
を
力
隠
せ
り
、
本
書
が
｛
買
踵
倫
理
の
数
義

を
叙
す
る
を
主
と
し
た
る
も
の
」
に
し
て
「
人
生
倫
理
の
教
磐
と
し
て
本
篇

を
繕
く
も
の
に
し
て
初
め
て
麺
作
の
聖
意
を
得
た
る
も
の
と
謂
ふ
べ
き
な

り
」
と
せ
ら
れ
た
る
注
意
は
譲
者
に
取
り
て
頗
る
意
義
あ
る
も
の
と
嘗
ふ
べ

き
で
あ
る
。

、
　
本
鷲
と
佛
敏
と
の
悶
剛
係
に
款
て
は
凝
望
大
に
議
論
の
あ
る
夙
で
、
本
篇
を

熟
讃
す
る
際
殆
ど
佛
典
を
譲
む
の
感
あ
る
所
一
再
に
し
て
止
ま
ら
ぬ
事
は
本

篇
を
讃
ん
だ
も
の
」
管
感
ず
る
所
で
あ
ら
う
、
し
か
も
そ
の
相
互
關
係
の
事
曜

難
問
題
に
至
り
て
は
容
易
に
剣
越
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
、
け
れ
ど
も

　
こ
の
鮎
に
就
て
は
、
博
士
が
「
後
灘
公
に
せ
ん
と
せ
る
小
阿
含
経
集
の
課
出
に

於
て
更
に
攻
究
」
せ
ら
る
巽
筈
で
あ
る
か
ら
、
今
暫
く
大
な
る
期
侍
と
希
望
と

を
以
て
そ
の
世
に
禺
で
ん
時
を
待
つ
事
に
す
る
、
（
困
に
博
士
が
本
篇
を
課
出

せ
ら
れ
し
脈
以
は
事
忌
が
近
き
將
來
に
於
て
梵
典
奥
雷
害
と
佛
典
呵
含
纏
と

　
の
杢
課
を
試
み
ん
と
せ
ら
る
」
に
薫
り
、
先
づ
浮
輪
學
の
蓮
鎧
鮎
と
も
謂
ふ

　
べ
き
履
践
哲
撃
の
本
典
を
博
士
の
冥
罰
に
鷹
じ
て
…
灘
心
す
る
の
必
要
を
感
じ

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
）
。

M
二
五
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そ
の
他
本
篇
と
映
ハ
陀
と
・
の
關
…
係
、
ク
リ
シ
晶
ナ
と
ア
ル
ジ
昌
ナ
と
の
尊
號
、

本．

ﾑ
内
容
め
分
類
鏡
強
等
、
譲
者
に
些
し
頗
る
親
切
な
も
の
で
あ
る
離
は
之

を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
　
　
　
．
　
　
甲

　
最
後
に
私
は
將
來
釜
々
多
く
是
の
如
き
有
釜
な
る
享
業
が
わ
が
學
界
の
た

め
に
権
域
あ
る
博
士
の
力
に
よ
り
て
成
し
逞
げ
ら
れ
ん
事
を
御
願
す
る
次
第

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

諏
本
の
内
容
－
書
凡
例
1
、
序
…
一
…
大
史
詩
「
マ
ハ
3
バ
｝
ラ
タ
」
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
う

る
聖
婆
伽
梵
歌
一
二
醜
婆
撃
発
歌
の
紹
語
－
三
攣
婆
伽
梵
歌
の
内
容
”

　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
初
倫
凹
理
篇
（
王
者
の
使
命
）
毬
中
神
理
篇
（
天
意
の
灰
左
）
U
絡
心
理
篇

　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

（
側
扁
の
原
理
）
i
本
書
三
、
篇
†
八
章
℃
醜
類
郵
課
。

（
注
意
一
別
に
「
発
丈
婆
伽
羅
歌
」
溺
瀞
と
し
て
公
行
せ
ら
る
i
定
儂
六

＋
鏡
）
。

・
塑
行
所
申
果
京
丙
勘
†
畑
島
．
版
心
臓
、
　
一
二
山
ハ
版
二
一
五
細
蟹
、
定
期
眠
、
管
圓
閑
、
（
本
田
国
英
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

一
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

聖
婆
些
細
歌
　
　
　
　
　
丈
學
薄
鼠
高
楠
順
次
郎
誰
　
　
　
丙
午
閏
版
証

腰
ン
霧
羅
鋳
三
豊
羅
野
遡
。
譲
岩
波
欝

日
本
茎
督
澱
筆
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
本
秀
焼
著
洛
陽
堂

職
事
雑
誌
、
思
潮
、
　
了
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
究
、
六
合
難
誘
、
漿
洋
哲

學
、
東
蕊
四
光
、
無
誰
燈
、
早
豊
田
丈
學
、
學
校
教
育
、
教
育
、
讐
通
教
育
、
．
内

外
教
青
言
論
、
教
育
研
究
、
教
喜
界
、
教
育
時
論
、
東
京
教
育
、
兵
庫
教
育
、

京
都
敏
育
、
愛
知
郡
，
育
雑
誌
、
宮
城
教
育
、
欝
悶
縣
敏
育
、
奈
艮
縣
教
育
、

滋
賀
縣
教
育
、
岐
皐
縣
歎
育
、
三
電
懸
敏
育
．
都
市
教
育
、
信
濃
教
育
、
佐

賀
縣
教
育
、
由
形
縣
教
育
、
秋
田
縣
敬
育
苗
誌
、
第
三
帝
國
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